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   Ａ６１Ｋ  38/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月15日(2015.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　式（Ｉ）（配列番号１）
Ｘ１－Ｘ２－Ａｓｐ－Ａｌａ－Ｉｌｅ－Ｐｈｅ－Ｔｈｒ－Ｘ８－Ｘ９－Ｔｙｒ－Ｘ１１－
Ｘ１２－Ｘ１３－Ｌｅｕ－Ｘ１５－Ｇｌｎ－Ｌｅｕ－Ｘ１８－Ｘ１９－Ａｒｇ－Ｇｌｎ－
Ｘ２２－Ｘ２３－Ｘ２４－Ｘ２５－Ｘ２６－Ｘ２７－Ｘ２８－Ｘ２９－Ｘ３０－Ｘ３１－
Ｘ３２－Ｘ３３（Ｉ）
のドメインを含み、式中、
　　　Ｘ１が、ＴｙｒまたはＨｉｓであり、
　　　Ｘ２が、Ａｌａ、Ｄ－Ａｌａ、Ｓｅｒ、Ｌｅｕ、α－アミノイソ酪酸（Ａｉｂ）、
Ｖａｌ、またはＧｌｙであり、
　　　Ｘ８が、Ａｓｎ、Ａｓｐ、Ａｌａ、Ｇｌｎ、Ｓｅｒ、またはＡｉｂであり、
　　　Ｘ９が、Ｓｅｒ、Ａｓｐ、またはＡｌａであり、
　　　Ｘ１１が、ＡｒｇまたはＬ－ホモアルギニン（ＨｏＡｒｇ）であり、
　　　Ｘ１２が、Ｌｙｓ、Ｌ－オルニチン（Ｏｒｎ）、またはＨｏＡｒｇであり、
　　　Ｘ１３が、ＶａｌまたはＩｌｅであり、
　　　Ｘ１５が、ＧｌｙまたはＡｌａであり、
　　　Ｘ１８が、Ｌｙｓ、Ｌ－オルニチン、Ｌ－２，４－ジアミノ酪酸、Ｌ－２，３－ジ
アミノプロピオン酸、またはＳｅｒであり、
　　　Ｘ１９が、ＡｌａまたはＬｅｕであり、
　　　Ｘ２２が、ＡｓｐまたはＧｌｕであり、
　　　Ｘ２３が、ＩｌｅまたはＬｅｕであり、
　　　Ｘ２４が、Ｍｅｔ、Ｉｌｅ、Ｎｌｅ、またはＬｅｕであり、
　　　Ｘ２５が、Ｓｅｒ、Ａｓｎ、Ａｉｂ、またはＡｌａであり、
　　　Ｘ２６が、Ａｒｇ、Ｄ－Ａｒｇ、ＨｏＡｒｇ、またはＬｙｓであり、
　　　Ｘ２７がＡｌａであるか、または不在であり、
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　　　Ｘ２８がＡｌａであるか、または不在であり、
　　　Ｘ２９がＡｒｇであるか、または不在であり、
　　　Ｘ３０がＡｌａであるか、または不在であり、
　　　Ｘ３１がＡｌａであるか、または不在であり、
　　　Ｘ３２がＡｒｇであるか、または不在であり、
　　　Ｘ３３がＬ－ホモセリン（ＨｏＳｅｒ）であるか、または不在であり、
Ｘ１８がＳｅｒである場合、Ｘ２７～Ｘ３２またはＸ２７～Ｘ３３が存在する、成長ホル
モン放出因子（ＧＲＦ）類似体、
またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２】
　Ｘ１がＴｙｒである、請求項１に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項３】
　Ｘ２が、ＡｌａまたはＤ－Ａｌａである、請求項１または２に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項４】
　Ｘ８が、ＡｌａまたはＡｓｐである、請求項１～３のいずれか１項に記載のＧＲＦ類似
体。
【請求項５】
　Ｘ９がＳｅｒである、請求項１～４のいずれか１項に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項６】
　Ｘ１１がＡｒｇである、請求項１～５のいずれか１項に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項７】
　Ｘ１２が、ＬｙｓまたはＨｏＡｒｇである、請求項１～６のいずれか１項に記載のＧＲ
Ｆ類似体。
【請求項８】
　Ｘ１５がＡｌａである、請求項１～７のいずれか１項に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項９】
　Ｘ１８が、ＯｒｎまたはＬｙｓである、請求項１～８のいずれか１項に記載のＧＲＦ類
似体。
【請求項１０】
　Ｘ２２がＡｓｐである、請求項１～９のいずれか１項に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項１１】
　Ｘ２３がＩｌｅである、請求項１～１０のいずれか１項に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項１２】
　Ｘ２４がＬｅｕである、請求項１～１１のいずれか１項に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項１３】
　Ｘ２５が、ＡｌａまたはＳｅｒである、請求項１～１２のいずれか１項に記載のＧＲＦ
類似体。
【請求項１４】
　Ｘ２６が、ＡｒｇまたはＤ－Ａｒｇである、請求項１～１３のいずれか１項に記載のＧ
ＲＦ類似体。
【請求項１５】
　Ｘ２７がＡｌａであり、Ｘ２８がＡｌａであり、Ｘ２９がＡｒｇであり、Ｘ３０がＡｌ
ａであり、Ｘ３１がＡｌａであり、Ｘ３２がＡｒｇであり、及び／またはＸ３３がＨｏＳ
ｅｒである、請求項１～１４のいずれか１項に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項１６】
　Ｘ２７～Ｘ３３のうちの少なくとも１つが不在である、請求項１～１５のいずれか１項
に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項１７】
　Ｘ２７～Ｘ３３が、不在である、請求項１６に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項１８】
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　前記ドメインが、
　　　Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ（配列番号２）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ｓ－ｒ（配列番号３）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－ａｉｂ－Ｒ（配列番号４）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｏ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ｓ－ｒ（配列番号５）、
　　　Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｏ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ｓ－ｒ（配列番号６）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｌ－Ｌ－Ｓ－ｒ（配列番号７）、
　　　Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ（配列番号８）、
　　　Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｓ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ（配列番号９）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ（配列番号１０）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ｌ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ（配列番号１１）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｌ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ（配列番号１２）、
　　　Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ（配列番号１３）、
　　　Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｌ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ（配列番号１４）、
　　　Ｙ－Ｓ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ（配列番号１５）、
　　　Ｙ－Ｇ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ（配列番号１６）、
　　　Ｙ－Ｌ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ（配列番号１７）、
　　　Ｙ－Ｇ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＨｏＳｅｒ（配列番号１８）
、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＨｏＳｅｒ（配列番号１９）
であり、
ａ＝Ｄ－Ａｌａ、Ｏ＝Ｌ－オルニチン、Ａｉｂ＝α－アミノイソ酪酸、ＨｏＳｅｒ＝Ｌ－
ホモセリン、およびｒ＝Ｄ－Ａｒｇである、請求項１に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項１９】
　（ｉ）アミノ末端修飾基、（ｉｉ）カルボキシ末端修飾基、または（ｉｉｉ）（ｉ）お
よび（ｉｉ）の両方をさらに含む、請求項１～１８のいずれか１項に記載のＧＲＦ類似体
。
【請求項２０】
　前記アミノ末端修飾基が、トランス－３－ヘキセノイル基である、請求項１９に記載の
ＧＲＦ類似体。
【請求項２１】
　前記カルボキシ末端修飾基が、ＮＨ２である、請求項１９または２０に記載のＧＲＦ類
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似体。
【請求項２２】
　前記ＧＲＦ類似体が、
　　　トランス－３－ヘキセノイル－Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ
－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配列番号２０）
、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ｓ－ｒ－ＮＨ２（配列番号２１）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－ａｉｂ－Ｒ－ＮＨ２（配列番号２２）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｏ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ｓ－ｒ－ＮＨ２（配列番号２３）、
　　　トランス－３－ヘキセノイル－Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ
－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｏ－Ａ－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ｓ－ｒ－ＮＨ２（配列番号２４）
、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｌ－Ｌ－Ｓ－ｒ－ＮＨ２（配列番号２５）、
　　　トランス－３－ヘキセノイル－Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ
－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配
列番号２６）、
　　　トランス－３－ヘキセノイル－Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ
－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｓ－Ａ－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ
－ＮＨ２（配列番号２７）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配列番号２８）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ｌ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配列番号２９）、
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｌ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配列番号３０）、
　　　トランス－３－ヘキセノイル－Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ
－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ
－ＮＨ２（配列番号３１）、
　　　トランス－３－ヘキセノイル－Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ
－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｌ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ
－ＮＨ２（配列番号３２）、
　　　Ｙ－Ｓ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配列番号３３）、
　　　Ｙ－Ｇ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配列番号３４）、
　　　Ｙ－Ｌ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配列番号３５）、
　　　Ｙ－Ｇ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＨｏＳｅｒ－ＮＨ２（配列番
号３６）、または
　　　Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＨｏＳｅｒ－ＮＨ２（配列番
号３７）であり、
ａ＝Ｄ－Ａｌａ、Ｏ＝Ｌ－オルニチン、Ａｉｂ＝α－アミノイソ酪酸、ＨｏＳｅｒ＝Ｌ－
ホモセリン、およびｒ＝Ｄ－Ａｒｇである、請求項１に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項２３】
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　前記ＧＲＦ類似体が、Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ
－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配
列番号２８）；Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ
－Ｋ－Ｌ－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配列番号２
９）；Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ
－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｌ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配列番号３０）；ト
ランス－３－ヘキセノイル－Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ
－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２

（配列番号３１）；または、トランス－３－ヘキセノイル－Ｙ－Ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ
－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｌ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ
－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配列番号３２）である、請求項２２に記載のＧＲＦ類似
体。
【請求項２４】
　前記ＧＲＦ類似体が、Ｙ－ａ－Ｄ－Ａ－Ｉ－Ｆ－Ｔ－Ｄ－Ｓ－Ｙ－Ｒ－Ｋ－Ｖ－Ｌ－Ａ
－Ｑ－Ｌ－Ｋ－Ａ－Ｒ－Ｑ－Ｄ－Ｉ－Ｌ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－Ａ－Ａ－Ｒ－ＮＨ２（配
列番号２８）である、請求項２３に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項２５】
　請求項１～２４のいずれか１項に記載のＧＲＦ類似体を含む、薬学的組成物。
【請求項２６】
　１つ以上の薬学的に許容される担体、賦形剤、および／または希釈剤をさらに含む、請
求項２５に記載の薬学的組成物。
【請求項２７】
　対象の成長ホルモン分泌を誘発するための薬剤を調製するための、請求項１～２４のい
ずれか１項に記載のＧＲＦ類似体、または請求項２５もしくは２６に記載の薬学的組成物
の使用。
【請求項２８】
　前記ＧＲＦ類似体が、約０．１ｍｇ～約２０ｍｇの日用量で投与するためのものである
、請求項２７に記載の使用。
【請求項２９】
　前記ＧＲＦ類似体が、静脈内、経口、経皮、皮下、粘膜、筋肉内、鼻腔内、肺内、非経
口、直腸内、または局所投与用である、請求項２７または２８に記載の使用。
【請求項３０】
　前記ＧＲＦ類似体が、皮下投与用である、請求項２９に記載の使用。
【請求項３１】
　前記ＧＲＦ類似体が、鼻腔内投与用である、請求項２９に記載の使用。
【請求項３２】
　前記ＧＲＦ類似体が、経皮投与用である、請求項２９に記載の使用。
【請求項３３】
　対象の成長ホルモン分泌の誘発のための、請求項１～２４のいずれか１項に記載のＧＲ
Ｆ類似体、または請求項２５もしくは２６に記載の薬学的組成物。
【請求項３４】
　前記ＧＲＦ類似体が、約０．１ｍｇ～約２０ｍｇの日用量で投与するためのものである
、請求項３３に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項３５】
　前記ＧＲＦ類似体が、静脈内、経口、経皮、皮下、粘膜、筋肉内、鼻腔内、肺内、非経
口、直腸内、または局所投与用である、請求項３３または３４に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項３６】
　前記ＧＲＦ類似体が、皮下投与用である、請求項３５に記載のＧＲＦ類似体。
【請求項３７】
　前記ＧＲＦ類似体が、鼻腔内投与用である、請求項３５に記載のＧＲＦ類似体。
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【請求項３８】
　前記ＧＲＦ類似体が、経皮投与用である、請求項３５に記載のＧＲＦ類似体。
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